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  純 粋 のRotenon有 機 溶 液 中に於 けるの攣質 に關 し て は欧米 に於 て も二三報 告 されて 憂(くコリ ぬゆ)(り)る・

 例 へばJones氏(2⊃ ほRotenonの 有 機溶剤 溶液 は室氣 中の酸 素 、τ依 つ て敷 力の無v・Dehydroro-

 tenonやRotenononに 酸 化 され, pavidson氏(3)等 はRotenonのPyridin或 はAceton溶 液 は

 急 速に数 力を失 オ、と同時 に黄 色 を増 し旋光 度 を減 少し て來 る と報 告 して ゐ る・ 余等 は純粋 の

 Rotenonを 酒 精,乙溶解 し85`,に10日 間 連綾 加熱 した結果其 の約40%餓 はRotenolon(6・8%),

 Dehydro-rotenon(18,3%)》Rotenonon(3.3%),酸 性 樹脂(2.0%)Phen<)1性 樹 月旨(4・6%),中 性

 樹 脂(5・9%)及 び 其の他の物 質(牧 量1%,融 黙22611の 無 色の結晶で酒精 に溶解 直後の ものは堅

 化 鐡 に依 つて黄 色に呈色 するが溶液 を2～3日 放置 した ものは赤紫 色 を呈 する・稀薄 な苛 性曹達

、 に溶解 レて濃 階色を呈 し、1硫酸 に依つ て黄 色沈澱 とな る.此 の物 質 につv・ては省 研究 の必要が

 あ る。),こ攣 化 ダる事 を知 つた.是 等は何れ 竜純緯のRotenonの 有 機溶剤溶 液の攣 質に關 しての

 研 究 であ るが此 の際 光線 も相當程 度攣 質に關係 を有 つ てゐた もの と考 へ られ るけれ共,此 の堅占

 に は何れ も濁 れて ゐなV・.

  次 に乾燥 した純梓 な結 晶歌 のRotenonも 光 に曝して置 くと黄攣 す る事 は古 くか ら言 はれ`6'7㌦

 又 余等 も時 々経験 した所 であ る.

  Jones氏 等(8はRotenon, Dihydrorotenon, Rotenonhydrochlorid, Rotenon-Bentnite(1:1),

 Rotenon-lampblack(1:1),デ リス根粉 末及 びデ リス抽出物等 を水で糊 状 にして硝子 に塗附 し,

 乾 燥 後・直 射太陽光線 叉 は弧燈光 に照射 して攣 質 を試験 した結果Rotenon-lampblackを 除V・て

 他 は10～20日 間 に暮 の毒 力 を牟減 した・從 つて8entniteや デ リス根及び デ リス抽 出物 に共存 し

 て ゐる他 の諸物質 は何れ もRotenonの 攣 質防 止には役立 たなV・と述 べてゐ る.又Todd氏(9)は

 デ リス根粉 末 を撒布 して 日光 に曝 した場 合1週 間位は敷 力があ るけれ共,そ れ 以後 は急速 に数

 力 を失 ぴ20日 後 は無 数 にな つだ と報告 してゐる.

  余 等 は前報 迄G'lo川 に デ リス根の水抽 出液7)攣 質 こ關 して種 々研究 して來た の で あ るが,之

 ぼ 適當 に保 存 すれ ば長 賜 こ亙 つて相當良 く攣質 を防止 し得 られ る事 を知 つた が,保 存 に當つ て

 は常 に光線 を避 け る様述 べて置v・た.然 ε光継 影 響 に關 する實験 的結 果 は何 れの研究者 に於
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ても盗表 されてゐなV・・藪に於て余等は此ノ)黒占に關 して研究した結果を報告し・一一般 デ リス利

用者の参考に供し度いと思ふ次第である.

               實      験

 デ リス根抽出液 はヂ リス乾燥根の粗砕 した もの1・2kgを 用ぴ前報(10》に報告した と同様で乳濁

液約24Lを 得良 く擁絆混合均一として試料とし,こ れを次の檬 に庭理 した.

 合,無 色硝子瓶5本 に試料各1COO・∩9を入れ,密 栓する・

 B.無 色硝子瓶5本 に試料 各1003.09を入れ,石 湘各4㏄ を加へて密栓振盗 する.

 C、 褐色硝子瓶5本 に試料各1000・09を入れ,.密 栓する.

 D.褐 色瓶 子瓶5本 に試料各100D・09を入れ}防 腐剤 とレて石油各4ccを 加へ密栓振罎する.

 A,とB.は 直射太陽光線の當る所に置V・て時々振邊 し)C,とD・ とは木箱に入れ全 く光線の入

らぬ様てしてA及 びBと 同一場所に置き,第1表 に示した期 日に各 ユ瓶宛 を取つて分析 を行つ

た・分析法 は前報ωに報告したと全 く同様な方法を探りた。分析結果 を表示すると第1表 の様

ざあつた.表 中の数字は試料100g中 に存在した物質の9敏(%)を 示す。

                   第 1衷

叢一 一 一 煮 論 鎌 灘 鮪一
    年 月 日 日  %  %  %  %  %  %

  1  17.  生  14    1〕         1・30   0.149     0.420     0.213     0.042      0。320
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 保存事C丈 オは腐躰 を起 して硫化水素其の他の異臭 を襲生し・又 日光に曝 した試料は何れ も
Ather或 は酒精に難溶 の非結晶性物となつてゐた・

てヒ記第1表 を総括 ずると第2表 の檬になる.

           第2表            此 の實験結果には凹凸があるが

番號 實験期日 纏過日藪   全 宥 数 結 晶 量(%)  外界條件が多沙異つてゐたのに起

、 年 月 日 ・  。32。  因してゐるものと思はれる・賂
   17,4.14  0   一  試瞼期間中曇天の場合と雨天の時

  ・  ・ A.B●C・D● とあつたが塒 姪 く考慮鳳 れ
 24.2170.1810.1770.3150.318    '

 3  4.29 14  α171 0,178 0.298 α300 て 居 なW

l2、1陽1:lll l:1齢摺:器1の柴憲 欝 蕪欝 鷲
 65.1935,0.1700.1600.3050310                           所 に保 存 した ものに比 して最初 の

1週 間 で 甚 だし く有 数結 晶量 を減 少する.デ リス根 の水抽 出液 は殆 ど総 てが農 業藥剤 として用

び られ る もので あ り,夏 日彊V・太陽 光線 の許で製剤 を行つ た り,,或 は放置 する事 は嚴に注意 し

なけれ ばな らな、八 又水抽出液 は室氣 に依 つ ても甚 だし く攣質 を起 す事 も既 に報 告㈹ した所 で

あ る.從)て 農藥 として植物 に噴霧 した場合1こは有数成分 の薄膜 は室氣及び太陽光線等 に充中

接醐或 は照 射 され る結果 となるので比較 的短時 日で其 の数 力を失 ふ事 が考へ られ る・從 つて毒

剤 或は忌避 剤 として用 ぴ る場 合 には此の黒占豫 め心得 て置がねば ならなV・.

                要       約

 1.本 報 ではデ リス乾燥 根の水抽 出液7)直 射太陽 光線 に依 る攣質 に就V・て研究 した.

 2.水 抽 出液 を直 射太 陽光線 に曝 す と最初D1週 間 で有敷成分 は牛 量近 くに減 少す るが曙所

  に 保 存 した の は此 の間殆 ど減少 を來 さなV・.

 3.水 抽 出液 は農藥 として用 ぴ られ るものであ るか ら噴霧前 トこは出來 る丈 け直射光線 に當 て

  ぬ梼…注意 しなけれ ばな らなV・.

 4. デ リス剤 を毒 剤或 は忌避剤 として利用す るとして も,植 物腿上 に於 ける数 力の持績性 は

 '他 の無機敵 較 べ て著 し く短期間 である と見 るべ きで ある.
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